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伝統工芸とお客様との接点づくり
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新しい時代と生きる 中 小 企 業第1回

染付窯屋
眞窯

　「伝統工芸士」というとどのようなイメージ
を浮かべるであろうか？　その名称からは齢も
重ねたベテランの職人を想像される方が多いの
ではないだろうか。今回ご紹介をするのは一般
的な伝統工芸士のイメージを変える「染付窯屋 
眞窯」の加藤真雪氏である。
　加藤氏は瀬戸染付焼の伝統工芸士としてこの
２月に認定されたばかり。その技を後世に伝え
る役割を、お客様との接点を増やすことで果た
そうとする新しいタイプの伝統工芸士である。
　「染付窯屋 眞窯」は今年で創業１０２年を迎える
歴史ある瀬戸焼の窯元であり、加藤氏はその４
代目である。先代からの継承とデザイン学校か
らの学びで築き上げた独特な技法は世界からも
注目を集めている。YouTube 上で瀬戸市で活躍
するツクリテを紹介する「ツクリテチャンネル
瀬戸」注1）内での加藤氏の動画は８３万回（２０２１年
３月現在）も視聴されており、残されたコメン
トはその多くが海外からのものである。

伝統的工芸品を日常に

　商品は陶器の白地と藍の染付柄との美しいコ
ントラストが特徴で、白の余白を大事にしてい
ると言う加藤氏の言葉どおり、絶妙なバランス
で白地が残されている。これは料理が盛り付け
られた時に、料理の邪魔をせず柄が美しく見え
るよう配置されたものである。
　新しいデザインを数多く提案する一方で永く
続いているデザインも多い。例えば麻の葉をモ
チーフとしたデザインなどは現在も人気商品で
あるが、これは伝統的に眞窯で受け継がれてき
たデザインである。加藤氏は今の時代に合った
売り方や見せ方を工夫しながら、販売をしている。

拡大するファンとの接点

　昨年はコロナ禍の影響もあり、卸先などの販
路より、直接工房にお越しになるお客様やオン
ラインショップでの販売比率が劇的に増えた。
もとより直接お客様と触れ合ってファンを増や
していく方向で考えていたが、外的な要因もあ
り一気に進むこととなった。
　自分で売る力を付けることが大事との認識に

注1）  「ツクリテチャンネル瀬戸」…愛知県瀬戸市で活動する作家の日常に迫りながら手仕事の魅力を紹介するチャ
ンネル：https://www.youtube.com/c/ ツクリテチャンネル瀬戸CreatorschannelSeto/featured

家族3名で製造を行う。左から加藤美穂子氏、
加藤眞也氏（3代目）、加藤真雪氏

染付作業を行う加藤真雪氏

https://www.youtube.com/c/%20%E3%83%84%E3%82%AF%E3%83%AA%E3%83%86%E3%83%81%E3%83%A3%E3%83%B3%E3%83%8D%E3%83%AB%E7%80%AC%E6%88%B8CreatorschannelSeto/featured
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　　中小機構
　　支援事例
　　検索はコチラ　▶▶▶ 
　　　　 ▼
　　 https://www.smrj.go.jp/research_case/case/index.html

至ったとのことである。
　その流れもあり顔が見えるお客様が増えてい
るという実感がある。インスタグラムでいつも
見ていてくださるお客様がリアルイベントにも
来場され、そこでまた眞窯のメンバーと話をす
ることでまたオンラインショップに来てくださ
るという流れができた。お客様と一度顔を合わ
せるとSNS での連絡やコメントもしやすくなっ
たという。
　加藤氏はインスタグラム（https://www.instagram.
com/katomayuki_ceramics/?hl=ja）に も 力 を
入れており、商品画像だけでなく盛り付けの例
や食事のシーンなどを載せることでフォロワー
が増え、また作品の製造過程を動画であげるこ
とでさらにフォロワーが増えるという好循環に
入っている。この２年でフォロワーは７倍になった。

　 先 述 のYouTube や
インスタグラムに届
くお客様からのコメ
ントには丁寧に返信
をされており 、それ
を見たフォロワーが
積極的にコメントを
残すなど 、お客様と
の接点は日を追うご
とに増えている。
　お客様との接点を
増 や す に はSNS な ど

のツールを利用することは重要なポイントであ
るが、そこで何を発信するのかがさらに重要な
ポイントである。加藤氏のものづくりへの想い、
お客様への想いを届けることで、今後さらなる
発展が見えてくる。

今後の展望・ものづくりへの想い

　加藤氏にものづくりへの想いを尋ねてみた。
　「自分が生きている時代に合ったアイテムや
デザインを取り入れること。伝統的工芸品も時
代に合わせながら続いている。自分が使いたい
デザインでつくること、今をとらえることが大事」
　お客様との接点が増えてきた今、その声をも
のづくりにはどのように反映しているのか。
　「お客様の声を直接ものづくりに活かすとい
う段階はこれから。お客様と直接接する機会が
増え、お客様のことが徐々にわかってきた。お
客様に喜んでもらえるように作っている」
　一方で「実は２年前はお客様が考えているこ
とは全然わからなかった。アクセスがよく、商
品を多数取り揃えている店舗ではなく、なぜ工
房に来てくれるんだろう？　どうして今日のお

客様は買ってくれたのだろう。またたくさん説
明したのになぜ買ってもらえないんだろう」と
いう状況であったということである。
　しかし今ではリアルのイベントやSNS、オン
ラインショップなどでコミュニケーションの機
会を増やし、お客様の気持ちを理解し、ものづ
くりや営業活動を進めておられるのは先述のと
おりである。
　またさらに興味深いお話を聞くことができた。
　「お客様に伝えるには『ものづくりのストーリー
が大事』ということを多くの人から言われてき
た。それはなんとなくわかってもいたし、そう
いう努力もしてきた。ある時お客様とのコミュ
ニケーションが増えてきたことでひとつ気付い
たことがある。もののストーリーは作る側だけ
でなく、お客様がどんな状況で買ったのか、例
えば誰と一緒に買ったのか、大事な人にもらっ
たのか、作っている人から直接買うことができ
た、など買った人のストーリーも相まってもの
のストーリーになる。ということ」
　ものづくりのストーリーを伝える、何度とな
く聞いた話で何度となくこちらからも話をして
きたことである。加藤氏から聞いたこの言葉で、
よりお客様の気持ちに寄り添うことがこれから
も大事になることをこちら側も改めて気づかされ
た次第である。
　最後に今後の展望を聞いた。「もっとお客様
との接点を増やしたい、地域全体としてもお客
様との触れ合いを増やしたい。人の生活を楽し
くできるようなものづくりを続けたい」
　伝統工芸士 加藤真雪氏のこれからの活躍に
期待が高まるばかりである。

独立行政法人 中小機構基盤整備機構
経営支援部 企業支援課　阪本　洋

11月に実施したイベント「中庭マーケット」

加藤真雪氏のインスタグラム
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